
（様式第２号）

(実績)

実績
1 Ａ 長野地域振興局

所属

電話

E-mail

～

円 （単位：円）

8報償費

9旅費
（財務）

11需用費

目 的
（目指す姿）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

スキー場関係者をはじめ、市町村などの関係機関を対象とした安全対策研修会を実施し、ス
キー場の安全対策の向上を図る。

１　事業内容
例年１１月に開催している「冬の観光客安全対策連絡会議」に併せて「スキー場安全対策講演
会」を開催。講師には、NPO法人日本雪崩ネットワーク理事の出川あずさ氏。

２　対象者
スキー場管理者・パトロール隊員、北信森林管理署、環境省自然保護官事務所、市町村、警察
署、消防署、建設事務所、地域振興局関係課他

成果目標 管内スキー場事故の減少を目指す

平成２９年１０月 平成３０年３月事業期間

平成２９年１１月に行ったスキー場安全対策講演会の成果を活かし、スキー場の安全対策パト
ロール等を行い、安全対策に万全を期していく。

計

当初計画額
変更

計画額
実績額

評 価事 業 の 成 果

今後の方向性

19,460

35,200講師謝金 36,000
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実
績
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事 業 実 績

・主催:長野地域振興局、協賛:北信地域振興局
  によりスキー場安全対策講演会を平成29年11
  月15日に実施。

・講師にNPO法人日本雪崩ネットワーク理事出
  川あずさ氏を招き、　「スキー場の安全対策を
  考える」の講演会を実施。

・長野、北信地域のスキー場管理者・パトロール
  隊員、警察、消防、行政関係者等４１名が参加。

・バックカントリースキーの啓発チラシ（日本語・
　英語）を１万部増刷し、各スキー場、関係機関に
  配布。

・講習会により雪崩対策などのスキー
  場安全対策について、長野・北信地
  域の関係者が理解を深め共通認識
  を持つことができた。

・講演会の成果を基に、行政関係者や
  他のスキー場のパトロール隊員も参
  加し、スキー場のパトロールを実施
   した。

・バックカントリースキーの啓発チラシ
 により、最近増加している外国人の
 バックカントリースキー事故への啓発
 ができた。
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216,000 99,470 099,470

ａ

272,000 154,130 154,130 0

0

35,200

啓発チラシ制作費

節区分 主な内容

事 業 費

ｂ－ｃ

154,130

20,000 19,460

0

講師旅費

備考差引

ｂ ｃ

平成30年4月26日
整 理 番 号

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

近年の新雪の滑走や、バックカントリースキーの人気の高まりにより、スキー場での事故や遭
難が増加している。また、昨シーズンには、北信地域のスキー場で雪崩によるパトロール隊員
の死亡事故が発生するなど、スキー場を取巻く環境は変化しており、スキー場の安全対策にお
いてもより専門性の高い知識が必要となってきている。

実 施 機 関 商工観光課
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課

商工観光課

026-234-9527

nagachi-
shokan@pref.nagano.lg.jp

提 出 区 分
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事 業 名 観光客安全対策強化事業
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 期待以上

 期待どおり

 やや下回る

 期待以下
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